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統計から見た新論牧畜業の特徴に関する一考察

　　　　　　　　　一1990年以降の動向を主に一

事力菲姫買買提

1．はじめに

2．新署璽における牧畜地域の分布

　1）新i匿における草地資源の分布

　2）新彊箪地資源における各季節目地の分布

3．新彊における牧畜業の概況

　1）牧畜農家の動向

　2）家畜生産の動向

　3）総生産値の動向

　4）草地利用の現状

4．おわりに一新彊牧畜業の特徴一

壕．はじめに

　改革開放以来，中国における牧畜業は薗民経済に占有する地位で大きな変化を

示し，農村経済の支柱産業になった。現在，牧畜業の総生産値は全国の農林牧漁

業（註1）総生産値の3分の！に達し，なかでも耕種業および林業に比べて，牧

畜：業の伸びは著しく，農林牧漁業に占める割合も次第に増加する傾向にある。

　新彊ウイグル自治区（以下新彊と呼ぶ）は中国における重要な牧畜省であり，

新彊政府も80年代後半から牧畜業の発展を重視している。すなわち施策におい

ても耕種業を主，他の産業を従とする方針から，現在は耕種業と牧畜業を並行し

て進めるという方針に変更しており，牧畜業の発展を担ってきた。

　新彊は草原牧畜区であり，豊富な草地資源を所有している。相当長い歴史のな

かで遊牧が主導的な地位を維持してきた。しかし，このような遊牧による伝統的

な生産方式のもとで，年々増加する家畜頭数と利用可能な草地面積の減少といっ

た矛盾は，多くの地域で過放牧現象を発生させており，新口牧畜業にとって深刻

な問題となっている。このような矛盾を緩和するために，中国および新彊政府は，

一67一



遊牧民の定住化を目的とした一連の政策を実施して，有限な自然草地を合理的に

利用して新彊牧畜業の安定的な発展を行おうとしている（註2）。

　こういつた背景のもと，本稿では90年半以降の新彊牧畜業はどのような特徴

をもって展開しているのか，統計資料を利用したうえで，薪霧における主要な牧

畜業地帯である阿勒泰（アルタイ）地区，伊予（イリ）地区と昌吉（チャンジ）

回族自治州を対象として統計分析を行う。そして新旧牧畜業の動向を整理し，特

徴的な点を把握する。’

2．新彊における牧畜地域の分布

　新彊における牧畜業は草原牧畜業が一般的である。ここでは新彊における牧畜

業地帯の分布を草地資源の分布によって把握する。ただし，新彊における土地資

源に関する統計資料は，新彊全体の数字のみであり，各地域に関する数字につい

ては公表されていない。そのためここでは新彊牧畜庁の『新彊草地資源及其利用』

（註3）により，新彊における草地資源の分布に基づいて考察を行う。

1）新彊における草地資源の分布

　まず牧畜業にとって最も主要となる草地資源が新彊全土地資源に占める位置を

把握する。表1は，新彊各地域における各地類面積の割合を示している。新彊の

総土地面積は約1億6，628万haであり，各地類の面積とその割合をみると，自

然草地面積は約5，726万haで，新彊総土地面積の34．4％を占める。非草地の面

積および新彊全体に占める割合はそれぞれ以下のようになっている。農業用地面

積は630万ha（3．8％），林地面積は約207万ha（1．2％），灌木林地面積は77

万ha（0．5％），稀疏植被（希少な植生）面積は2，385万ha（14．4％），泳河およ

び回雪区面積は423万h段（2．6％），沼沢地面積は9万ha（0。05％），水域面積は

66万ha（0．4％），城鎮；工鉱区用地面積は22万ha（0．1％），それ以外三新彊に

おける裸地の面積は7，080万ha（42．6％）となっている。つまり裸地を除けば，

草地資源は新円で最も広い土地資源であることと，これらの草地資源は新彊牧畜

業の展開にとって重要な基礎になっていると言える。

　つぎに，草地資源の割合を地域別で見ると（同表1），総土地面積に占める自然

草地面積の割合は，二半平均で34．4％を示しているが，北款彊と南新彊の平均を

見ると，大きな差異がみてとれる。北新彊の平均は55．1％と高く，北新彊に属す

る9つの地域のうち，50％以上の割合を示している地域は2地域，60％以上の割
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表1　新彊各地区・州における各地類面積の割合 単位：：万ha，％

総土地面積に占める割合

地　　　　　　　区 総±：蜷藏積 自然 うち：可 農業 林地 灌木　　稀疏西洋　泳河及び　沼沢 水域 城壕 裸地

草地利用草地 用地 林地（希少な植生）　永雪区 工鉱区：

全編蛋総計 16，627．6 34．4 83．8 3．8 1．2 0．5　　　　　　　　　14．3　　　　　2．5　　　0．ま 0．4 0．1 42．6

阿勧泰地区 1，180．4 83．4 73．6 2．6 4．1
脚陶需罹脚騨隔騨“鴨腫一“鷺麓齢隔圏冒9需璽一一唇■圃曽醜“閑層一層■冒9一團．■胴胃一冒一囎冒”一嘗9圏曹〇一幽一噸駒““脚嘩賞讐贈讐髄幽讐一〇嘗脚．9昌冒”隔ロ胴圃緊鴨一”喩陶隔聯軸翻葡鞭卿御鱒“脚圏曽一一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇．8　　　　　　　　　　1．2　　　　　　5．8 1．0 0．1 1．1

北伊型地区 561．7 60．9 90．8 14．5 7．4 0．3　　　　　　　　　　0．0　　　　　16．2　　　　0．0 0．4 0．2 0．0

昌吉回族自治州 868．0 64．2 90．7 11．2 2．1 0。1　　　　　　　　15．8　　　　　2．4 0．1 0．1 4．1

塔城地区 925．9 76．0 81．3 11．5 0．7 L1　　　　　　　　　2．3　　　　　3．9 0．1 0．2 4．3

覇博ホ塔拉蒙古自治州 242．2 68．9 97．4 7．5 2．7 0．5　　　　　　　　　　7．6　　　　　1．5 4．1 0．3 7．0

吟密地区 1，403．6 28．4 93．3 1．1 0．3 0．0　　　　　　　　　39．7　　　　　0．1 0．1 0．1 30．2

鳥魯木斉市 111．i 55．8 95．0 10．9 4．2 0。2　　　　　9．6 0．7 1．3 17．2

彊：二二璃依布 95．2 50．6 70．5 10．3 1。9　　　　　29．3 0．5 6．8 0．6
　　吐魯番地区胃　　晶　　嘗　　鷺　　髄　　嘗　　一　　薗　　一　　P　　竃　　一　　昌　　喀　　”　　罧　　需　　騨　　儒　　罧　　鴨　　一　　糟　　扁　　需　　9　　■　　騨　　営　　o　　圏

王1．0 90．4 2．0 0．1 0．0　　　　　　　　　22．9　　　　　0．1　　　0．3 0．0 0．1 63．5
　　小計髄　　冒　　一　　■　　一　　【　　曹　　冒　　”　　曹　　“　　¶　　炉　　鞠　　卿　　静　　髄　　齢　　葡　　願　　鵜　　o　　観　　櫨　　観　　o　　圃　　櫨　　曹　　一　　圏

　　μ　　晒　　鱒　　願　　鞍　　飼　　印　　勲

55．1 84．1 6．4 2．2
幕開騨顯騨胴騨ロ胴胴璽欄圃■””腫．一隠”冒一凹圏」嘗一〇〇」・髄鱒圃讐一一薗壁讐嘗幽圏望蟄麓轄単噂麟鞘。騨舶幽向髄伽幽圏単曹曽嘗曹璽。酔嘗鵬一櫓需■“一“需需儒需聯卿｝隔卿卿御●御騨一瞥

@　　　　　　　　　　　　　　0．4　　　　　　　　　15．5　　　　　　3．7　　　　0．0 0．5 0．2 16．1

南克孜二二梼ホ克孜自治州 733．3 45．0 91．7 1．2 0．1
贈　　需　　胴　　欝　　備　　騨　　儒　　ロ　　層　　塵　　圃　　塵　　o　　”　　薗　　o　　曽　　圏　　徊　　塵　　繭　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　層　　曹　　P　　P　　一　　一　　騨　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　賢　　ロ　　一　　一　　P　　P　　即　　r　　馴　　曹　　｝　　騨　　騨　　一　　騨　　卿　　静　　鞘　　聯　　鱒　　騨　　騨　　ρ　　一　　｝　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　層　　暫　　o　　麟　　一　　輪　　幡　　齢　　糖　　齢　　轍　　鵯　　齢　　輪　　需　　｝　　騨　　聯　　辱　　”　　【　　一

@　　　　　　　　　　　　　　　〇．1　　　　　　　　16．3　　　　　3．9 0．0 0．0 33．3

轟音縦笛蒙古自治州 4，778．3 23．1 74．8 0．6 0．4 0．4　　　　　　　　　9．6　　　　　0，9　　　0．1 0．4 G．1 64．5

毅阿克蘇地区 1，299．6 27．2 94．2 7．0 2．7 L8　　　　　　　　　22．6　　　　　1．5 0．8 0．2 36．1

喀什地区 1，277．9 26．7 84．2 6．9 1．3 0．0　　　　　　　　　31．0　　　　　2．7 0．4 0．0 31．0
霧旗日賑地区罧　　卿　　需　　騨　　罵　　一　　偏　　腫　　冒　　冒　　”　　膳　　一　　員　　⇔　　陶　　脅　　炉　　“　　肩　　輌　　騨　　開　　聯　　喩　　胴　　圃　　”　　■　　闇　　冒

　2，482．6聾讐凹幽幽

10．6 94．2 1．2 0．2 0．3　　　　　　　　　　7．3　　　　　3．0 0．1 0．1 77．1

小計 10，571．6 22．6 83．5 2．3 0．7
静　”　・　一　鴨　胴　圃　騨　瞥　圏　腫　嘗　讐　曽　讐　脚　単　幽　臨　鱒　芦　鱒　単　騎　曽　”　P　曽　甲　嘔　P　”　望　一　齢　幽　⇔　り　印　鱒　卿　・　幽　階　鱒　騨　噌　韓　曹　の　陶　嗣　葡　齢　卿　曽　陣　一　一　臨　噂　瞥　曽　幽　幽　嘗　幽　圏　墜　髄　髄　幽　■　圏　胴　讐　■　　圃　”　隔　脚　・　翻　嗣　翻　翻　鯖　｝　騨

@　　　　　　　　　　　　0．5　　　　　　　　　13．7　　　　　L9　　　0．1 0．4 0．1 57．8

資料　無爵ウイグル自治区牧畜庁『新井草地資源及其利用』，新手科技衛生出版社，1993年より作成。

註：1）空欄はその地域で相当する地類がないという意味をする。0％はその地域で相当する地類の翻合は0。1より小さいという意味をする。
　　2）裸地とは植物も生えない土地を示す。



合を示している地域は5地域ある。そのなかでも阿勒泰地区の自然草地面積割合

が最も高く（83．4％），確実に草原地帯であるといえよう。南新彊の平均は22．6％

と低く，このうち克孜勒蘇桐’ホ下弓自治州（キルギス州）のみ自然草地面積の割

合が高い（45％）。ただし，自然草地面積に占める可利用草地面積の割合は，新

彊の平均は83。8％となっているのに対して，北新彊は84．1％，南新彊は83．5％

であり，地域別で見ても大きな開きは見られない。

　続いて，農業用地すなわち耕種業用地の割合を地域別で見ると（同表1），総土

地面積に占める農業用地面積の割合は，新彊の平均で3．8％を示している。北新

彊と南薪彊の平均は，草地資源と同様に大きな差異がみてとれる。北新彊の平均

は6．4％であり，この平均より高い地域は6地域，そのうち地域面積の10％以上

の割合を占める地域が5地域となっている。南新彊の平均は2．3％であり，この

平均より高い地域は，2地域しかない。これにより北新彊では農業用地の占める

割合が南新彊に比べて高いことが分かる。なおかつ伊禦地区，墨吉回族自治州な

どいくつかの地域は牧畜業と耕種業を並行している主要な地域であると考えられ

る。

　以上で述べたように，新彊では土地資源のうち草地資源はとても広大な資源で

あり，確実に草原牧畜区であることが分かる。その分布によって，北新彊の土地

面積の55％以上は草地資源であることから，北新彊は新彊における主要な牧畜地

帯であると考えられる。また，そのなかでも，阿勒泰地区，伊翠地区，割当回族

自治州，干城（タチン）地区，博ホ雪避（ボルタラ）蒙古自治州などでの自然草

地面積の割合は高く，これらの地域は新彊草原牧畜業が展開する中心的な地域で

あることを示唆している。

2）新彊草地資源における各季節営地の分布

　気候，地形と水源などの特徴によって自然草地を季節的に遊牧して利用するの

が新腿草原牧畜業における基本的な生産方式であり，統計的には自然草地は利用

する時期によって夏旧地・春秋営地・冬営地・夏秋営地・冬春営地・冬春秋潜時・

全年野地の7つに分類されている（表2）。

　各季節旧地の面積および割合は，冬営地の割合が最大で，草地総面積の約3分

の1（30．8％）を占める。次は春秋四四（18．9％）で，全年営地，夏営地，夏秋

野地と冬春営地と続き，冬春一二地が最小（6．5％）となっている。また各季節野

地のうち自然草地面積に占める可利用面積の割合は，夏営門（91．9％）と冬春秋

凹地（91．2％）が最大で，冬営地（79．1％）と全年営地（79。3％）が最小となつ
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表2　新彊における各季節営地の面積と割合 単位：万ha、％

季節営地 自然草地面積 A 可利用草地面積 B B／A

面積 二合 面積 割合

薪霧合計 5，725．9 100．0
　　　　　　　　4，800．7髄　髄　一　一　一　”　一　禰　需　圃　隔　胴　縣　縣　閣　層　胴　隠　需　廉　即　翻　隔　願　繭　葡　脚　阜　嘔　吻　p　o　騨　卿　吻　顧　幽　一　富　薗　薗　嘗　曽　”　曽　嘗　讐　讐　讐　髄　讐　一

100．0 83．8

冬営地 1，766．2 30．8 ！，396．！ 29．1 79．1

春秋門地 1，083．4 18．9 943．5 19．7 87．1

金年縫地 929．2 16．2 736．5 15．3 79．3

夏臨地 694．8 12．1 638．6 13．3 9王．9

夏秋営門 481．3 8．4 397．1 8．3 82．5

冬春営地 401．6 7．0 352．1 7．3 87．7

久春秋営地 369．4 6．5 336．9 7．0 91．2

資料：新彊ウイグル自治区牧畜庁『新興草地資源回外利用』，薪彊科暴

　　衛生出版社，1993年より作成。

ている。ここで指摘するべきは，冬営地の割合は30．8％と最大であるにもかかわ

らず，可利用面積が79．1％と最小であるということである。これは家畜頭数の増

加によって，越冬飼料が不足する問題の重要な要因となる。それと同時に定住化

政策を実施する理由の一つであると考えられる。すなわち定住化政策を実施する

理由の一つとして，定住化することで冬以外の季節に用意した餌と配合飼料を畜

舎の家畜に与えることが可能となり，これによって越冬飼料不足問題を緩和させ

ることがあげられる。

　表3は新彊各地域における季節営地の割合を示している。まず北新彊では夏癖

地，春秋営地と冬営地の割合が高く　（10％以上），そのうち冬営地が最も高く約

47．8％となっている。春秋営地は約29．2％となっている。地域別でみても，季節

営地の構造がほぼ同じであり，冬営地の割合が最高で，春秋寒地，夏蔭地の割合

がその次に高い。伊梨地区と吐魯番（トルファン）地区のみ季節営業の割合の順

番が異なり，伊攣地区では夏寒地，冬営地，春秋営地，吐露番地区では冬営地，

夏営地，春秋営地となっている。

　次に南新霧をみると，平均で全払営地の割合が最高で，夏秋営地，冬春営地は

その次に高くなっているが，夏鼻聾と冬営地の割合も10％前後となっている。地

域別では，各地域の季節営地構造がそれぞれ様々な構造となっている。

これは北新彊が中温帯乾燥地域で，南新彊は暖温帯乾燥地帯であることによって，

北新霧と南新彊の地形・気候・水文・土壌など地理要因の違いがあることと，各

地域のこのような自然・地理環境の違いによって各季節露地の分布も様々である

と考えられる。これによって北新彊と南新彊における各黒地の分布には地域性が

見られることを指摘できる。たとえば，北新艦における牧畜業は，主に冬営地，

春秋営地，夏旧地といった3つの季節戦地を利用して行われていることが考えら

れる。
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表3　新彊各地域における季節満地の割合 単位1万ha、％

地 区

・霧総計

　阿勒泰地区
北伊梨地区
　今津幽回族自治ナ舞

　年鑑地区
薪博ホ塔拉蒙古自治州
　恰密地区
　烏魯木物市
彊克陣門依市
　吐口番地区
小計
職漁孜勒蘇桐ホ克孜自治州
　巴音郭榜蒙古自治州
薪　1～昏睡蘇地下

　喀什地区
彊和緯地区
小計

論
地＿、地面　にめる灘口
久営地泰秋営地　夏営地金年営地夏秋営地久春営地冬春秋営地

5，725。9　　 30．8　　　18，9
984，2　　　　51．8　　　　　34．7

342．0　　　　27．1　　　　26．7

557．7　　　　56．2　　　　　29．4

703．4　　　　54．4　　　　　28．0

166，9　　 46，0　　　38．0
398．2　　　　31．9　　　　　19．3

　62．0　　　　39．5　　　　28．9

　48．2　　 66．6　　　33．4

　73．6　　 51．2　　　10．8
3，336．0　　　　47，8　　　　　29．2

330，3

1，101．8　　　　7．9　　　　　8．1

353．9　　　　20．8　　　　・　3．9

341．1　　　　　1．7　　　　　1，6

262．7

12．1

11．4

33．2

ア．5

14．5

15．9

6．7

i8，1

17、8

13．婆

8．2

14．5

7．4

三〇．4

圭6．2　　　 8．4　　　 7．0　　　　 6。5

　　　　　　　　　　2．1
0，5　　　　　　　　　　　　　　　12．5
2．圭　　　　　　　　　　　　1．9　　　　　　2．9

　　　　　　　　　　3．1

17．8　　　　　　　　　　　　　　　24．3

7．8　　　 1．3　　　 4，2　　　　 0．2

18，4　　　　　　　　　　　　　　　1．8
3．三　　　　　〇，1　　　　　0．婆　　　　　　　6．0

0、7　　　　　20，6　　　　　48．0　　　　　　22、5

47．？　　　1L婆　　　 7．8　　　　 2、5

42．51　　　　8．8　　　　　6．7　　　　　　10．0

30．7　　　　42．8　　　　　3，0　　　　　　　9，8

16．5　　　　41．6　　　　〈美1．8

2，389．8　　　　　9．5　　　　　婆．5　　　10．3　　　　　33．5　　　　　19．1　　　　　16．2 6．9

資料　　彊ウイグル自治籔牧訟庁　・彊草雌源及其利用』，
註1空欄はその地域で相当する営地がないという意味をする。

．彊科技衛生出版社，1993年より作成。

　このように草地資源の分布を整理すると，新彊における牧畜業は，自然草地

資源の分布によって北新彊を中心に展開していることが分かる。また，北新霧と

南新彊における自然・地理環境は新彊牧畜業に地域性をもたらす最も重要な要素

であることが指摘できる。季節営地の分布によって，各地域の草地資源条件には

それぞれ違いがみられ，各地域の牧畜業の展開にも影響をおよぼしていると考え

られる。

3．新彊における牧畜業の概況

1）牧畜農家の動向

　新羅における牧畜業地帯は少数民族地帯であり，牧畜農家はカザフ族，モンゴ

ル族，キルギス族などの少数民族を含む。これらの牧畜農家の推移を『新鑛統計

年鑑』によってみると，1990年の新彊における郷村農家（註4）戸数は約170

万戸で，そのうち牧畜農家戸数は10万戸であったものが，2003年には郷村農家

戸数は215万戸，牧畜農家戸数は21万戸まで増加し，郷村農家戸数に占める牧

畜農家戸数の割合はそれぞれ5。9％から9．9％へと増加した。これによって，人口

の自然増加に伴い郷村人口も増加傾向にあることと，牧畜業に従事する農家の割

合が高くなってきたことが分かる。

　表4では，1990年から2003年における郷村農家に占める牧畜農家の割合を示

した。二二全体，地方計（註5），南北薪彊小計からみると，牧畜農家戸数の割合

は次第に増加していることがみてとれる。各地域からみても，穏やかに増加する

傾向であることがみてとれる。とくに北新彊における牧畜農家の割合が南新彊よ
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表4　新羅における牧畜農家隣合の推移 単位：％

割合

地　　　　　　　区： 1990年 1995年 2000年 2001年 2002年 2003年

薪彊総計 5．9 6．7 7．7 8．1 8．8 9．9

地方計 6．0 6．7 7．8 8．1 8．8 9．9
冒一一〇■儘餉罐圏髄幽■一輪騨”鼎需鱒騨静需騨鱒揃榊帯騨隔贈 騨朝胴幣鱒瀞噂脚静即解鱒輔脚騨擶需尊静鱒即鱒卿卿一匹脚轄需甲需需鞘備”騨輔榊槻陛下轍轍齢鱒臨髄網醜麟麟一酵静鱒一静騨一葡粥冒

阿勒泰地区 29．2 36．1 33．2 33．1 33．5 33．5

北伊摯地区 11．4 11．5 12．1 12．3 12．5 13．i

昌吉園族自治州 9．1 9．9 11．5 12．1 12．4 12．9

塔城地区 9．1 9．4 9．6 9．3 10．6 10．8

薪博ホ塗机蒙古自治州 9．0 9．0 9．7 9．0 8．8 10．0

恰密地区 7．6 7．5 9．4 8．5 10．2 11．7

鳥魯木斉市 10．4 9．3 8．4 9．9 10．2 9．2

彊克拉璃依市 5．0 4．5 3．0 3．2 11．2 11．4
　　吐魯番地区麟　槻　輔　縛　閑　”　輔　購　閑　購　r　縣　甲　r　一　一　P　一　冒　冒　ロ　一　一　一　一　一　一　一　一　一 　　1．5■薗脚静嚇繭嘗静轍 2．0 2．0 2．3 2．5 3．3

小計 10．3 11．1 11．5 11．7 12．2 12．7
一一一幽曹司藷薩讐一備騨轍騨槻騨騨｝禰騨一目騨一「一一【一

檮試y勒蘇何ホ今世自治州 24．6 26．6 25．7 25．8 27．2 28．0

巴音郭樗蒙古宙治州 9．3 8．3 8．7 8．9 8．7 8．3

新阿克蘇地区 3．2 3．2 4．7 5．1 5．5 5．8

喀什地区 1．2 1．5 3．6 4．2 5．6 7．4

彊禾偏地区： 2．1 3．4 3．7 4．3 4．7　謄　曽　哺」・　・　隔　艘　鱒　備　鱒　輪5．0
曽騨輔需柳鵜鼎”帯騨曜聯輔騨¶騨甲

@　小計 3．6 4．1 5．4 5．9 6．7 7．6

資料　　『新彊統計年鑑』各年より作成。

註：1）新彊総計は地方と薪彊建設兵団（兵団）との雪解であるが，兵団の牧畜業翻合が小さいた
　　また本文では地方牧畜業を主とするため，兵団を省略して、地方誹と示す。
　　2）伊摯地区は200i年から董屯市を含めて，三型州漉属県（市）と呼ばれている。200眸前後・

　データを一致させるため，本論では伊翠地区と表示する。

り高く，なかでも阿勒泰地区，伊型地区，昌吉圃族自治州の牧畜農家割合は，高

い割合で推移してきている。なかでもほぼ地方平均の10％以上の割合を示してい

る地域が8地域見られるが，そのうちの7地域は北新彊に属している。そのなか

でも阿勒泰地区の牧畜戸数割合が最も高く（33．5％），伊禦地区は北新彊の平均よ

りやや高い。昌吉回族自治州は北新彊の平均に相当する。南新彊では克孜勒蘇桐

ホ克孜自治州のみ牧畜戸数の割合が高い。すなわち新彊のなかでも北薪彊は牧畜

業に従事している牧畜農家の割合が高く，阿勒泰地区をはじめとして牧畜業の展

開している地域であることが言える。

　さらに，北新彊において郷村農家に占める牧畜農家の割合が南新磯より高いの

は，先述してきた自然環境すなわち自然草地資源の分布と関連しており，北新彊

各地域に牧畜業が展開する条件をより多くもたらしていると考えられる。また，

郷村農家に占める牧畜農家の割合が年々高くなってきたのは，中国の「一人っ子

政策」に対して少数民族の入口数が増加していることと，伝統的な季節によって

移動するという遊牧といった生産方式で牧畜農家の他産業への流動する可能性が

耕種業などの農家より低くなることが考えられる。

　以上により新彊における牧畜業は北薪彊を中心にして展開している事が指摘で

きるとともに，北新霧のうち阿勒泰地区，伊梨地区と愚吉回族自治州は牧畜農家
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の割合が高い地域であることが明らかになった。そのため，以下ではこの3つの

地域を事例として家畜生産に関する分析を行う。

2）家畜生産の動向

　まず，家畜頭数の動向を晃てみよう。表5では1990年から2003年までの家畜

頭数の動向を示した。新雪，地方計と3つの地域は総数綿羊牛とそれぞれ増加

傾向にある。これを1990年を100とした指数でみると，家畜の総数では1995

年まではアポイント，19％年から2000年までは22ポイント，2000年から2003

年までは15ポイント増加しており，とくに1995年以降の家畜頭数の増加が霞立

つ。家畜頭数のこのような増加には，一方では人目増加による食肉需要の高まり

が背景にあるとみる必要がある。また，一一方では政府が農林牧漁業のうち，牧畜

業を中心に発展させる方針（註6）をとった結果であると考えられる。

　家畜頭数の動向を北新彊の主要な牧畜業地域である阿勒泰地区，伊摯地区，昌

吉群群自治州の3つの地域別でみると，これらの地域の家畜の総数は増加傾向で

あり，新彊総計と地方計と同様に1995年以降大幅に増加している。指数で見た

増加ポイントは新彊と地方の平均より高くなっている。ただし新彊における主な

家畜である綿羊と牛に分けてみると，綿羊の場合では，解洗泰地区と畠吉雪辱自

治州は増加傾向で，平群地区は2000年から停滞あるいは減少傾向である。牛の

場合では，阿勒泰地区は1990年から1995年にかけて3ポイント減少し，1995

年以降は変化がみられない。伊予地区と昌吉回族自治州は増加傾向であるが，な

かでも昌吉回避自治州の増加ポイントは，1990年から1995年までは26ポイン

ト，1995年から200◎年までは105ポイント，2000年から2003年までは53ポ

イント増加していることがみてとれる。こうした背景には各地域の自然環境条件

が異なっていることがあげられる。阿勒泰地区は先にも述べたように草原面積が

もっとも広い地域であるうえに，ほとんど声聞地帯であるため，このような広い

範囲の山問地帯に長距離で移動するには，綿羊のほうが牛より適合であり，綿羊

を中心に増加していると考えられる。また，阿勒泰地区における牧畜地域は都市

より離れているうえに，都市人目が少ない，交通，販売条件が比較的悪いため，

酪農生産物加工企業の数が少なく，牛と乳製品の増加が制限されていることも考

えられる。逆に，伊梨地区における牧畜地域は広い範囲の耕種業地域と隣接して

いるうえに，都市人目も多く，交通，販売条件もより恵まれている。そのため牛

を増加させて酪農業を中心にして牧畜業を発展させていると考えられる。とくに，

昌吉回族自治州は伊禦地区と同じ都市人口が多く，交通，販売条件に恵まれて
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農5　瓢舅懸こおける寒畜頭数の鋤向 ｝ii位：：万頭，指数

総数 うち綿羊　　　　　　　　　　　　　牛
地　　　匿 1990 1995 2000　　　　2003　　　　　　1990　　　　1995　　　　2000　　　　2003　　　　　1990　　　　1995 2000 2003

繕轍総計
n方欝儒　　扁　　”　　榊　　騨　　卿　　圏　　一　　一　　一　　一　　一

�ｯ日地匿
ﾉ翠地区
ｹ吉園族自治州

3，喋96

R，165

@2婆2
@452
@246

3，724

R，396

@257
@486
@269

　　　　　　　　　4，525　　　5，027　　　　2，38！　　　2，538　　　3，圭Q4　　　3，447　　　　　　338　　　　　344
@　　　　　　　　4，046　　　4，404　　　　2，128　　　2，298　　　2，75互　　2，984　　　　　　322　　　　　329一圃輔輔一聯髄　口　■一一　ロー一響需榊　楠一騨　騨嘗凹　冨一層一画　謄騨願輔需一輯讐瞥謄一一一一一一一胃騨騨需冊晴鞘噌　P”髄幽餉髄髄　一　圏　■　■　ロ　一　回　謄　隔　瞬　囲　需　隔　隔　瞬　噌　韓聯幽　唱噂　瞥髄一髄

@　　　　　　　　　323　　　　　339　　　　　　149　　　　　154　　　　　198　　　　　212　　　　　　　38　　　　　　37

@　　　　　　　　　632　　　　　630　　　　　　326　　　　　350　　　　　457　　　　　452　　　　　　　66　　　　　　71

@　　　　　　　　　368　　　　416　　　　　　170　　　　　173　　　　　231　　　　254　　　　　　　14　　　　　　18

385
R65
R7

XQ
R3

453
S24

R7
X1

S1

全艦総針　　　　　100　　107　　129　　1喋4
織方計　　　　　　100　　107　　128　　B9
β可勒泰ま也β£　　　　　　　　1◎0　　　　106　　　　134　　　　 圭4玉

穆｝糞琶地区　　　　　　　　　　100　　　　107　　　　140　　　　 139

昌三圭｛回族自砲台州1　　　　100　　　　109　　　　1婆9　　　　169

1OO　　　　107　　　　 130　　　　 145　　　　　　100　　　　 夏02　　　　 1i4　　　　　圭3婆

玉00　　　　圭08　　　　三29　　　　　140　　　　　　100　　　　102　　　　　互13　　　　132

iOO　　　　103　　　　133　　　　142　　　　　三GO　　　　　97　　　　　97　　　　　98

100　　　　107　　　　140　　　　三39　　　　　100　　　　108　　　　135　　　　137

100　　　　101　　　　136　　　　149　　　　　100　　　　126　　　　231　　　　284

資料：『新風統計年鑑譲，各年より作成。

いるうえに，新彊における中心都市である烏魯木斉（ウルムチ）市と隣接してお

り，販売の範囲はもっとも広い。このような背景により，90年忌に中国のいくつ

かの大型の集団企業が畠吉回族自治州で酪農生産物加工企業を設立し，当地域の

牧畜業に発展のきっかけを与え，モデルケースとして地域酪農生産物加工企業の

推進を向上させた。これによって，昌吉回族自治州は新彊における酪農業を中心

にする牧畜業が強い地域となった。政府も当地域のみの優遇政策を実施し，酪農

生産物加工企業を導入するための環境条件を整備させている。その結果，昌吉画

族自治州では綿羊の増加とともに牛および乳製品の増加も急速になったと考えら

れる。

　上述した分析結果を基本的な畜産物である肉類畜産物の生産量によっても示す

ことができる。表6には1990年から2003年までの新彊における肉類畜産物の生

産量を示した。生産量からみると，総生産量，綿羊肉，牛肉のいずれも増加傾向

であるが，3つの地域の伸び率の格差が大きい。総生産量からみると，1990年か

ら2003年忌かけて，素魚泰地区は3．1万トンから6．9万トンまでに3．8：万トン，

伊摯地区は4．5万トンから15．3万トンまでに10．8万トン，繍吉回族自治州は2．6

万トンから1＆9万トンまでに16．3万トン増加している。そのうち昌吉回族自治

州は1990年の最小から2003年の最大になり，増加幅は最も著しい。阿勒泰地区

の増加幅は最小となっている。これを綿羊肉でみても，岡じ結果をみてとれる。

牛肉の場合では阿勒泰地区の増加幅は岡様に最小であるが，ただし伊翠地区の増

加幅は最大となっている。これは，前掲表5で示したように伊梨地区の牛頭数が

最大であることと，昌吉圓族自治州の牛頭数の増加幅が最大にもかかわらず，乳

製品加工業の展開によって，牛肉生産が限られているためであると考えられる。

それに，新彊全体で肉総生産量が占める地方および3つの地域の割合をみると，

地方計は1990年の84％から2003年の91％になり，そのうち3つの地域の（3

地区計）割合は33．4％から35。7％になっている。これによって，新岡において肉

類畜産物の3分の1以上はこれらの3つの地域により生産されていることが分か
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表6　新魑における肉類畜産物の生産量 単位：：万トン、％

総生産母 綿箪肉 牛肉

地 区 1990 1995 2000 2003 ！990 1995 2000 2003 1990 1995 2000 2003

自彊総計 30．5 52．4 90．0 ユ15．O 三5．8 24．5 32．9 46．2 7．ま 13．1 22．2 28．8

地方計 25．7 45．7 81．三 104．6 14．3 22．6 32．4 40．2 6．6 12．6 21．0 27．三

三地区謙 10．2 圭8．0 33．3 41．1 4．8 6．9 圭0，2 12．3 3．1 5．5 9．3 11．6
P　一　　鴨　鯖　　一　　一　　闇　　謄　　需　　鴨　　騨　　伽　　働　　幽

幽幽■隔隔需幣“「一一騨隔甲甲墜曽一胴鵯需r曽一髄讐魑酔”騨鵯唱幽嘗響¶鰯嘲卿一髄胃隔胴卿幽幽殉需冊卿墜讐一，騨刷曽讐曽需需儒噌魑営一ロ回申卿嶋幽凹圃胴隔騨静一■層
阿勒泰地区 3．ユ 4．4 6．6 6．9 ユ．7 2．1 2．3 2．7 1．1 三．6 2．2 2．ユ

俳摯地盤 4．s 7．7 12．8 1δ．3 2．0 2．9 婆．2 4．9 1．5 3．0 4．荏 5．9

畠吉園族自治州 2．6 5．9 13．9 18．9 三．1 1．9 3．7 4．7 0．5 o．9 2．6 3．6

薄樺総計　　　100．0　100．0　100．〇　三〇〇．0

士也方言十　　　　　　　84．5　　87．2　　90．2　　91．〇

二≡三韓納言十　　　　　　　33．4　　　34．4　　　37．0　　　3δ．7

隣勒泰地区　　　10．3　8．4　7．4　6．0
傍輩地区　　　　14．7　14．7　14．2　欝．3
昆吉回族憩治撰　8．4　11．2　15．4　16，4

100．0　100．0　100，0　100．0　　100．0　100．0　100．0　100．0

90．8　 92．2　 98．4　 87，2　　93．6　 95．5　 94．3　 94．2

30．3　　28．1　　31．0　　　26．7　　　荏3．6　　42．0　　41．8　　40．3

1G．7　　　8，6　　　7．0　　　5．8　　　15，4　　12．3　　10．1　　　7．4

12．8　 11．7　 圭2。9　 ！0．6　　21．8　 22．7　 20．0　 20．5

6．8　　7．9　 11，1　 10．2　　 6．4　　6．9　 1三．7　 12．4

資料・：　『新彊統計年鑑』　各・年より作成。

る。地域別で見ると，総生産量の揚合では，阿勒泰地区の占める割合は1990年

から2003年にかけて10．3％から6％へ減少しており，図書地区は14．7％から

13．3％へ微減した。ただし，網羅回族自治州は8．4％から16．4％までに大幅で増

加している。これを綿羊肉との牛肉の場合で見ても増減傾向は同様であり，阿勒

泰地区の割合が比較的大幅に減少し，伊禦地区は微減，昌吉回族自治州は大幅に

増加していることが見て取れる。これによっても，上述したように3つの地域に

おける都市人目，交通，販売など市場条件の違いが牧畜業における畜産物生産に

も影響を与えていることが考えられる。

3）総生産値の動向

　表7に新彊における農林牧漁業総生産値の動向を示した。まず2003年の新彊

における耕種業生産値と牧畜業生産物の割合を見てみると，耕種業の割合が最大

で70．1％を占め，牧畜業は23．5％を占めていることが分かる。次に，1990年に

おける割合を比べると，新彊全体では耕種業と牧畜業は増加傾向にある。そのう

ち，地方計をみると，総生産値のうち，耕種業の割合が減少しているのに対して，

牧畜業の割合が増加していることがみてとれる。これらの背景には，90年代以来

政府からの牧畜業の発展を推進する方針の結果と，一方で社会経済の発展と人口

増加に伴い畜産物に対する需要が増加したことがあると考えられる。また北新彊

で事例とした3っの地域では，伊型地区と昌吉三族自治州の動向が地方計の動向

と一致しているが，阿勒泰地区では耕種業および牧畜業はともに増加傾向である。

実際には，これも政府が耕種業と牧畜業の発展を並行して推進した効果であると

考えられる。すなわち，他の地域では牧畜業の発展を重視していたが，阿勒泰地

区は古くから草原地帯であり，牧畜業が主な産業であったため，政府は耕種業と

牧畜業を結びつけることによって，阿勒泰地区における牧草不足問題を緩和させ
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表7　瓢麗農林牧漁業総生産値の動向 単位；億元，％，倍率

2003 倍率（03／90）

地　　　　区

農業産値割合（耕1牧業産値割合（牧
@輪業生産値）　1　蓄業生産値）農林牧漁

ﾆ総出値 2003　　　　1990　　1　2003　　　　1990

農林牧漁

ﾆ総産値　農業産値　牧業産値
70．1　　　　　52．2・　　23．5　　　　　18。8　　　　　　　馨

U2．3　　　　　67．21　　30．6　　　　　24．6

4．4　　　5．9　　　5．5

S．4　　　4．0　　　5，4

編簸総計
n方誹需　　需　　，　　一　　一　　噛　　曹　　”　　輔　　”　　一　　騨　　曹　　繭　　駒

結L泰地区
ﾉ梨地区
ｩ吉團族自治州

　688，3
@507．6静　　r　　一　　一　　一　　一　　葡　　需　　鱒

@　21。0
@　53．8
@　74，6

一冒一。籍鱒禰「一一一一齢齢騨卿昌一 C一一曹一躰卿弊騨
@37．6　　　　　　27．61　　53，5　　　　　　47．4

S＆8　541i　45．3　3a6　　　　　　68，81　53．5　　　　　　　　　41．9　　　　　　　　　　　　　　24．4

　　　　　　厘　　一　　■　　騨　　齢　　榊　　”　　喩　　一　　一　　一

S．3　　　5，9　　　4．9

R．2　　　2．9　　　4．0

V．4　　　5。8　　　12．8

資料　『薪彊統誹年鑑』199i，2004年より作成。
註：統計と～致するためにここで農業と表示されているが、それは耕種業を示す。

ることと食料を自給させることを目的として，耕種業の発展を重視してきたと考

えられる。

　さらに1990年から2003年までの総生産値の増加率からも岡じ結果がみてとれ

る。すなわち総生産値は全新彊と地方計ともそれぞれ4倍以上に増加している。

そのうち新彊全体からみると耕種業と牧畜業では5倍以上に増加しており，なか

でも耕種業の増加が大きいことがみてとれる。また地方計においても牧畜業生産

値が5倍以上に増加し，耕種業の増加が総生産値の増加よりも低いことがみてと

れる。これによって前述したように新彊では牧畜業が急速に発展してきたといえ

よう。事例とした地域の状況をみても，陶勒泰地区は新講全体と同じ傾向で，伊

梨地区と昌吉回族自治州は地方計と局じ傾向となっている。ただし，畠吉宝飯自

治州における総生産値の倍率が7．4倍に，牧畜業の倍率が最も高く12．8倍になっ

ている。それは先に述べたように昌吉回族自治州を中心に政府による酪農業振興

の結果であると考えられる。

4）草地利用について

　先に述べたように，草地資源は牧畜地域における牧畜業を持続的に発展させる

ための重要な基盤であり，この重要な基盤となっている草地資源の利用状況を把

握することが必要であろう。このため，草地資源の利用状況を反映する載畜量に

ついて分析を行う。

　載無量とは自然草地を合理的に利用する原則のもと，家畜の良好的な成長と正

常的な育成を保証するという前提で放牧可能である家畜の頭数（羊単位）を示す

ものである。あるいはある一定の草地面積で放牧できる家畜頭数の標準を示す。

この指標は草地の可利用程度を示す重要な指標の一つである。

　表8では，新選における自然草地の理論的患畜量と実際的載畜量を示している。

1993年に示された新編ウイグル自治区牧畜庁の『新霧草地資源及其利用』による

と，理論的載畜量を計算する際には，羊の一目当たり牧草消費量が北新彊では5kg，
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表8　薪彊における可利用草地面積と載畜量

地　　　区

可利襯草地　理論的載畜蚤　実際的載畜鍛
ﾊ積（1993）　　（圭993）　　　（2GG3年〉

@（万ha）　　（万頭羊単位）　（万頭羊単位〉

@　（1）　　　　　　　　（2）　　　　　　　　（3）

実際的家畜

@の倍率

i3）／（2：
@　（4）

羊単位が理論的に羊単位が実際的に
閧ﾟる草地面積　　占める草地面積
@Gla／羊　“　年〉　　　　　　（ha／華　の　葬三）

@（1）　／　　（2）　　　　（！）　／　　（3）

@　　（5＞　　　　　（6）
漸張総計 一一．タ、多9L一＿．急22一亀＿．＿．一婁，．！窒蚤一＿＿一．a5 三．49　　　　　　　0．59
謄　　齢　　需　　属　　願　　一　　冒　　一　　齢　　齢　　齢　　卿　　r

｢勒泰地区
T梨地区
ﾛ吉嗣族自治州

724　　　　　　　　　　507　　　　　　　　　　　564

R10　　　　　　　　　　595　　　　　　　　　1，228

T06　　　　　　　　　　三78　　　　　　　　　　　708

1．！

Q．三

S0

　　　　　　　　　　層冨鴨一目繍馴P．43　　　　　　　1．28

O．52　　　　　　　0．25

Q8荏　　　　　　　071
資料　1）自彊ウイグル自治区牧畜庁匿新出草地資源及其利用』，雑藪科技衛生出版社，三993年，
　　　2）　『新彊統i｝←年鑑』2003より作成。

註：1＞理論的載畜盤は80年代に公衰された、資料のから引用したものである。
　　2）羊単位の換算では、規定によって常瓢5頭羊、馬躍6頭離、酪駝需7頭華、豚嵩3頭羊、20羽鶏瓢1頭革、
　　　ロバ㌃4頭輩とする。
　　3＞理論的載畜董：一定の草地龍華で放牧できる家畜頭数の標準を示す。

南新彊では4kg，そのうち北新彊に位置する伊翠地区のみに6kgとされている。

牧草の利用率も各季節によって区分され，夏宮地は60～70％，春秋営地は50～

55％，冬営地は35～55％，全年三地は45～55％とされている（註7）。

　まず，転職における可利用草地の理論的載畜量と実際的載畜量を比べてみると，

2003年には新彊の実際的載畜写すなわち実際的家畜頭数は8，145万頭羊単位に

達し，理論的載畜量より2．5倍も越えている。それと相対的に，一頭羊単位の家

畜が実際的に占める草地面積は2003年の時点には0．59haであり，一頭羊単位の

家畜が理論的に占める面積（1。49ha）よりかなり少なくなり，家畜の一定的面積

での密度は高くなっていることが示されている。またこれらの倍数によって家畜

頭数が確実に増えていることが証明できる。

　次に，載畜量を地域別でみると，阿墜下地区の実際的家畜が理論的載畜量に対

する倍率は1．1事業あり，一頭羊単位の家畜が実際的に占める草地面積（L28ha）

も理論的面積（L43ha）に近接し，他の地域と比べるとより高いレベルである。

これによって草地が充分にあるいは100％に利用されていると考えられる。伊禦

地区では，実際的家畜の倍率は2ユ倍であり，薪彊平均（2．5倍）に近接してい

る。しかし一頭羊単位の家畜が実際的に占める草地面積は最も低く（0．25ha）と

なり，餌鳥平均の半分以下となっている。昌吉園族自治州では，実際的家畜の倍

率は4倍で，オーバーとなっている。相対的に一頭羊単位の家畜が実際的に占め

る草地面積は0．71haであり，理論的に占める草地謹積（2．8塵ha）よりかなり低

くとなっている。これによって，各地域の草地利用状況はそれぞれの違いをもっ

ていることと，家畜の増加に伴い，可利用草地面積が楕対的に縮小していること

を指摘できる。

　なお，新彊牧畜庁の紹介によると，新彊における草地資源の85％が程度こそ異

なり退化し，うち退化がとてもひどい草地面積が37．5％に達している。一方，新
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彊の自然草地はしだいに退化し，面積が大幅に減少しているが，家畜頭数が急速

に増えているため，必ず「過放牧」が現れるだろうと指摘されている。80年代に

は新馬の草地載畜能力は毎年3，200万頭となっていたが，2000年にかけては

2，600万頭しかない。この事情によって，薪彊における過放牧率は68．9％，ある

地区では100％以上となっていることがわかる。このような高い過放牧率は自然

草地の退化と砂漠化を招き，草の生産量は50％近くに低下した（註8）。このよ

うな草地資源の減少と家畜頭数の増加問題は重視しなければならない。現在の段

階ではこの問題はとても重要な課題である。

　ここまでは統計と新彊牧畜庁の草地資源および利用に関連する資料を利用して

新畑における牧畜地域の分布（第2節）と牧畜業経営状況に関する分析（第3節）

を行った。最後にこれらの分析の結果を踏まえて新彊牧畜業の特徴をまとめてい

く。

4．おわりに一新遜牧畜業の特徴一

　以上，各種統計資料に基づきながら新彊における草原資源の分布と90年代以

降の牧畜業の展開状況について分析を行ったが，明らかになってきた新彊牧畜業

の特徴をまとめていく。

　第一に，新艦における牧畜業の展開は明らかに地域性を示している。新鑛は草

原牧畜区として最も広大な草地資源を擁iしている。ただし，草地資源の自然分布

は南北新彊各地域において異なっており，そのうち北新彊の土地面積の半分以上

が草地資源であることによって，北新彊は新彊における主要な牧畜業地帯である

ことが考えられる。牧畜農家の分布によっても，新彊の牧畜業は北新鑛を中心に

展開されていることが明らかである。また，北新鑛のなかでも，阿勒泰地区，伊

梨地区，畠吉回族自治州という3つの地域の草地面積が広く，牧畜農家もこれら

の地域に多く分布しているため，3っの地域は新婦牧畜業が展開している中心的

な地域であると位置付けられる。

　第二に，新雨における各地域の牧畜業の展開は異なっている。新彊全般および

各地域総数を牧畜農家，家畜生産，総生産値などの動向からみると，1990年から

2003年にかけてほとんど増加傾向を示している。ただし，牧畜業の具体的な内容

からみると，各地域の自然環境条件の違いによって，牧畜業の展開には畜種によ

ってさまざまな傾向を示している。具体的には家畜別で見ると，阿勒泰地区では，

羊が増加傾向で，牛が停滞の状況である。伊梨地区では，羊が停滞状況で，牛が
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増加傾向である。昌吉回族自治州では，羊も，牛も増加傾向である。

　最後に，草原牧畜業の基本的な生産方式である遊牧の動向的特徴をまとめてみ

よう。先に述べたように，新彊全般的には家畜頭数の増加と草地資源の退化に伴

い，羊一頭単位の家畜が実際的に占める面積の減少が著しくなっており，これに

よって遊牧を継続することが困難になりつつあると考えられる。政府もこの問題

を緩和させるため，遊牧民に対して定住化政策を80年代の後半から本格的に行

い，遊牧時期と遊牧範囲に対してある程度コントロールしょうとしている。しか

し，各地域の環境条件の差異が定住化政策の効果にも差異をもたらす結果となっ

ている。これを3つの地域別でみると，前掲表8で示したように，2003年におい

て阿勒泰地区では一頭あたり羊単位の家畜が実際的に占める面積は高くなってい

るため，遊牧による移動距離がかなり広くあることと，相対的に定住化率は低く

なることが考えられる。伊禦地区では家畜の増加率はほぼ新彊の平均と同じレベ

ルであったが，一頭当たり羊単位の家畜が実際的に占める面積が小さい。これに

よって遊牧の移動範囲が狭くなり，定住しやすい条件となるのではないかと考え

られる。昌吉回族自治州では家畜の増加率はオーバーであるが，ただし，一頭当

たり羊単位の家畜が実際的に占める面積は新彊平均よりやや高くなっている。こ

のような状況によって，該当地域での遊牧条件が他の地域より悪いのではないか

と考えられる。それに，このような地域で定住化を実施するのが可能となるパタ

ーンは二つ考えられる。一つは耕種業を中心に定住させ，農耕を奨励すること。

もう一つはある程度の遊牧を行いながら定住させるというパターンである。つま

り，遊牧の移動特徴をまとめていうと，各地域の遊牧条件もそれぞれ違いがあり，

それは定住化政策の効果を左右するという点である。これらはいずれも仮説の域

にとどまる。今後，実態調査によって実証していきたい。

註

（註1）農林牧漁業とは耕種業，林業，牧畜業，漁業を示す。ここでの農業は小

農業すなわち耕種業を意味する。

（註2）崔恒心［1コ，新興ウイグル自治区人民政府［5］，質幼陵［8］を参照。

（註3）新序ウイグル自治区牧畜庁［6］を参照。

（註4）郷村農家とは，郷村に居住して，大農業あるいは耕種業，牧畜業，林業，

漁業を従事している農家を示す。

（註5）中央政府に直属するおよび耕種業を主とする薪彊建設兵団を除いた新彊
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地方各地域の合計を地方計と表現する。

（註6）90年代から中国政府は牧畜業を農村経済の新たな成長点，農家収入を増

加させるための主要なルート，農村構造調整の重要な内容として，牧畜業の推進

にカを入れてきた。特に，1998年10月に行った中国共産党第15期三中全会には

「時機にかなって牧畜業を最も重要な地位におくべきである」と指摘した。費幼

陵［8］を参照。

（註7）新彊ウイグル自治区牧畜庁［6］pp．2！4から引用。

（註8）王言彬・趙春暉［9］から引用。
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